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日 本 女 子大 学で の 学 びか た  
 
 本学は 1901 年、20 世紀の幕開けとともに創立され、総合的な教育を行う女子高等

教育機関として最も長い歴史を持っています。創立者成瀬仁蔵はアメリカに留学し、

｢自発的教育｣に感銘を受け本学を創立しました。建学の精神は女子を｢人として、婦

人（女性）として、国民として｣教育することであり、教育の理念として｢信念徹底｣、

｢自発創生｣、｢共同奉仕｣の三綱領を創立者は残しています。本学は現在もこの精神を

しっかりと引き継ぎ、人格を高め個性を発揮して、国際人として貢献できる人材の育

成に努めています。このような目標のもとに、創立当初から「教養特別講義」（旧

「実践倫理」）として、人格の形成及び人間力の向上に資するとともに、女性のキャ

リア（生き方）形成への指針ともなる講義を行っています。 
 大学のカリキュラムは、大きく分けて外国語及び基礎的な知識と幅広い教養を身に

つける基盤的な授業科目群と、専門領域の知識を習得するための授業科目群から構成

されています。これに加えて資格関係の科目及び、本学ではキャリア形成科目等将来

のキャリアデザインの構築に指針を与える科目を置いています。どのような道に進む

にも、社会から求められるのは幅広い教養に基づいた、創造的な理解力です。専門領

域は多岐の分野から成り立っていますが、それぞれの講義は専門分野の研究を背景に

持つ教員によって行われます。大学の講義は 1 つの科目毎にその内容は広く奥深いも

のであり、1 学期間の授業だけではとても修得できるものではありません。講義科目

で単位を取得するためには、授業時間外に授業時間の 2 倍の予習や復習が要求されま

す。自分で調べた情報をもとに勉強するうちに、全体像が見えて興味が湧き、充実感

を味わうことができます。自ら考察し、理解するための勉強が大切です。上述したよ

うに、創立者は｢自発的教育｣の実践形態として、「自念自動」、「自学自動」を奨めて

います。自ら考え学んで、実行するという意味です。そのためにも図書館を大いに利

用してください。 
 幅広い教養と専門性を身につけ、自分で考えて問題を解決する力を培うこと、そし

て自分の考えを文章や口頭で表現する力を磨くことにより、自信を持って社会に羽ば

たくことができます。新しい知識を吸収することを楽しむ姿勢、および自己を積極的

に表現しようという意欲を、日々の学習の中で地道に育ててください。 
 

日本女子大学 
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基 本 情 報  
 

 

【前 期】 

 

始 業   ３月３１日（火） 

２ 年 次 以 上 履 修 ガ イ ダ ン ス   ３月３１日（火） 
入 学 式   ４月  １日（水） 
新 入 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン   ４月  ２日（木）～６日（月）（履修ガイダンス･健康診断を含む） 
自 治 活 動 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン   ４月  ４日（土）・６日（月） 
前 期 授 業 開 始   ４月  ７日（火） 

授 業 科 目 登 録 期 間   ４月１４日（火）～１６日（木） 
創 立 記 念 日 ・ 創 立 記 念 式 典   ４月２０日（月）（授業は「教養特別講義１」のみ、その他は休講） 
授 業 科 目 登 録 訂 正 期 間   ４月２３日（木）・２４日（金） 
昭 和 の 日   ４月２９日（水・祝）（通常授業を行う） 
み ど り の 日   ５月 ４日（月・祝）（通常授業を行う） 
こ ど も の 日   ５月 ５日（火・祝）（通常授業を行う） 
憲 法 記 念 日 （ ３ 日 ） の 振 替 休 日   ５月 ６日（水・休）（通常授業を行う） 
教育実習（４年次  幼小中・高）    ５月２５日（月）～６月 ５日（金） 
教 育 実 習 （ ４ 年 次  中 高 ）  ５月２５日（月）～６月１２日（金） 
成 瀬 仁 蔵 先 生 生 誕 日   ６月２３日（火） 
補 講 日   ６月２０日（土）・２７日（土） ７月４日（土）・１１日（土） 

（いずれの日とも３時限から５時限まで） 
振 替 授 業 日   ７月１４日（火）（月曜日の授業を行う） 
前 期 授 業 終 了   ７月１４日（火） 
前 期 定 期 試 験   ７月１５日（水）～２１日（火） 

夏 季 休 暇   ７月２２日（水）～９月２０日（日） 
前 期  追 ・ 再 試 験   ９月１０日（木）・１１日（金）・１２日（土） 

【後 期】 

 

後 期 授 業 開 始   ９月２１日（月・祝）（通常授業を行う） 

後 期 授 業 科 目 登 録 変 更 期 間   ９月３０日（水）～１０月 ２日（金） 
後 期 授 業 科 目 登 録 訂 正 期 間  １０月 ８日（木）・９日（金） 
日女祭（準備・後片付けを含む）  １０月１５日（木）午後 ～１９日（月）（休講） 

 教 育 実 習 （ ３ 年 次  小 中 ）  １０月１９日（月）～１１月 ９日（月） 
勤 労 感 謝 の 日  １１月２３日（月・祝）（通常授業を行う） 
補 講 日  １１月２１日（土）・２８日（土）１２月１２日（土）・１９日（土） 

（いずれの日とも３時限から５時限まで） 
振 替 授 業 日  １２月２３日（水）（金曜日の授業を行う） 
冬 季 休 暇  １２月２４日（木）～１月 ６日（水） 
授 業 再 開   １月  ７日（木） 
振 替 授 業 日   １月１４日（木）（土曜日の授業を行う） 
大 学 入 学 共 通 テ ス ト   １月１５日（金）～１７日（日）（休講） 
補 講 日   １月２０日（水）・２１日（木）（両日とも５時限まで） 
後 期 授 業 終 了   １月２１日（木） 
後 期 定 期 試 験   １月２２日（金）～２９日（金） 

成 瀬 仁 蔵 先 生 告 別 講 演 の 日   １月２９日（金） 
一 般 選 抜 入 学 試 験   ２月  １日（月）・２日（火）・３日（水） 
卒 業 論 文 発 表 会 
   ２月  ５日（金）・６日（土）・８日（月）・９日（火）・１０日（水） 

（１０日（水）は卒業論文発表会予備日） 
後 期  追 ・ 再 試 験   ２月１２日（金）・１３日（土）・１５日（月） 
成 瀬 仁 蔵 先 生 命 日   ３月  ４日（木）（休業日） 
卒 業 式   ３月２０日（土・祝） 

 学生総会  ６月２５日（木）・１１月２６日（木）   防災訓練   １１月５日（木） 

２ ０ ２ ０ 年 度  学 年 暦  

１ 



－4－ 

 

３・４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 

日 曜 行 事 日 曜 行 事 日 曜 行 事 日 曜 行 事 日 曜 行 事 日 曜 行 事 

31 火 
始業・

２年次以上履修ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 1 金      1 月  1 水  1 土 
   

 
1 火  

1 水 入学式 

2 木 

新入生 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

2 日～6 日 

自治活動 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

4 日・6 日 

2 土      2 火  2 木  2 ○日   2 水  

3 金 3 ○日  憲法記念日 3 水  3 金  3 月  3 木  

4 土 4 月 
みどりの日 
（通常授業を行う） 

4 木  4 土 補講(3～5 時限) 4 火  4 金  

5 ○日  5 火 
こどもの日 
（通常授業を行う） 

5 金 
（幼小中・高は 

5 日まで） 
5 ○日   5 水  5 土  

6 月 6 水 
振替休日 
（通常授業を行う） 

6 土  6 月  6 木  6 ○日   

7 火 授業開始 7 木  7 ○日   7 火  7 金  7 月  

8 水  8 金  8 月  8 水  8 土  8 火  

9 木  9 土  9 火  9 木  9 ○日   9 水  

10 金  10 ○日   10 水  10 金  10 ○月     山の日 10 木  

前期  

追・再試験 

   （10～12 日） 
 

11 土  11 月  11 木  11 土 補講(3～5 時限) 11 火  11 金 

12 ○日   12 火  12 金 
（中高は 

12 日まで） 
12 ○日   12 水  12 土 

13 月  13 水  13 土  13 月  13 木  13 ○日   

14 火 
 

 

授業科目 

登録受付 

14 日～16 日 

14 木  14 ○日  
  

 
14 火 

振替授業日（月曜

日の授業を行う） 

前期授業終了 

14 金  14 月  

15 水 15 金  15 月  15 水 
前期定期 

試験開始 
15 土 

 
15 火  

16 木 16 土  16 火  16 木  16 ○日   16 水  

17 金  17 ○日   17 水  17 金  17 月  17 木  

18 土  18 月  18 木  18 土  18 火  18 金  

19 ○日   19 火  19 金  19 ○日   19 水  19 土  

20 月 
創立記念日 
（授業「教養特別 

講義１」のみ行う） 
20 水  20 土 補講(3～5 時限) 20 月  20 木  20 ○日  夏季休暇終了 

21 火  21 木  21 ○日   21 火 
   前期定期 

試験終了 
21 金  21 月 

敬老の日 
（通常授業を行う） 

後期授業開始 

22 水  22 金  22 月  22 水 
夏季休暇開始 

(9 月 20 日まで) 
22 土  22 ○火  秋分の日 

23 木 
授業科目 

登録訂正 
23 土  23 火  23 ○木  

 海の日 
 

23 ○日  
 

23 水  

24 金    期間 24 ○日   24 水  24 ○金  
   スポーツの日 

24 月  24 木  

25 土 
 

 
25 月 

  ４年次 

教育実習 
25 木 学生総会（午後） 25 土  25 火  25 金  

26 ○日   26 火  26 金  26 ○日      26 水  26 土  

27 月  27 水   27 土 補講(3～5 時限) 27 月  27 木  27 ○日   

28 火  28 木  28 ○日   28 火  28 金  28 月  

29 水 
昭和の日 
（通常授業を行う） 

29 金 
 

29 月  29 水  29 土  29 火  

30 木  30 土  30 火  30 木  30 ○日   30 水 
後期授業 

科目登録 

   31 ○日  
  

 
   31 金  31 月    

変更受付 

 

  
 

２３日（火）： 

成瀬仁蔵先生生誕日 

   

年 間 行 事 予 定 表     ［前期/３・４月～９月］ 
印の祝日は授業なし 

前 

期 

定 

期 

試 

験 
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１０ 月 １１ 月 １２ 月 2021 年 1 月 ２ 月 ３ 月 
日 曜 行 事 日 曜 行 事 日 曜 行 事 日 曜 行 事 日 曜 行 事 日 曜 行 事 

1 木 後期授業 

科目登録 

変更受付 

9 月 30 日～ 

10 月 2 日 

1 ○日      1 火  1 ○金    元日 1 月 

一般選抜入学試験 

1 日～3 日 

1 月  

2 金 2 月  2 水  2 土   2 火 2 火  

3 土  3 ○火  文化の日 3 木  3 ○日  3 水 3 水  

4 ○日   4 水  4 金  4 月  4 木  4 ○木  
成瀬仁蔵先生 

命日（休業日） 

5 月  5 木    防災訓練 5 土  5 火  5 金  5 金  

6 火  6 金  6 ○日   6 水 冬季休暇終了 6 土  6 土  

7 水    7 土  7 月  7 木 授業再開 7 ○日   7 ○日   

8 木 授業科目 

登録訂正 

期間 

8 ○日   8 火  8 金   8 月  8 月  

9 金 9 月  9 水   9 土   9 火   9 火  

10 土  10 火  10 木  10 ○日  10 水      10 水  

11 ○日   11 水  11 金  11 ○月    成人の日 11 木 建国記念の日 11 木  

12 月  12 木  12 土 補講(3～5 時限) 12 火    12 金  

後期 

追・再試験 

12 日～15 日 

 

 

12 金  

13 火  13 金  13 ○日   13 水     13 土 13 土  

14 水  14 土  14 月  14 木 
振替授業日 

（土曜日の授業を行

う） 
14 ○日  14 ○日   

15 木 
午前：通常授業 

午後：日女祭準備

（休講） 
15 ○日   15 火  15 金 大学入学 

共通テスト（休講） 

15 日～17 日 

（準備を含む） 

15 月 15 月 
 

16 金 日女祭準備（休講） 16 月  16 水  16 土 16 火  16 火  

17 土 日女祭（休講） 

～18 日 

17 火  17 木  17 ○日 17 水  17 水  

18 ○日  18 水  18 金  18 月  18 木  18 木  

19 月 

日女祭後片付け 

（休講） 

3 年次教育実習 

（小中） 

19 木  19 土 補講(3～5 時限) 19 火  19 金  19 金  

20 火  20 金  20 ○日   20 水 補講 20 日・21 日 
（両日とも最終時限ま

で） 
21 日：後期授業終了 

20 土  20 ○土  
春分の日 

卒業式 

21 水  21 土 補講(3～5 時限) 21 月  21 木 21 ○日   21 ○日   

22 木  22 ○日   22 火  22 金 
  後期定期 

  試験開始 
22 月  22 月  

23 金  23 月 
勤労感謝の日 

（通常授業を行う） 
23 水 

振替授業日 

（金曜日の授業を行

う） 
23 土 

 
23 ○火     天皇誕生日 23 火 

 

24 土  24 火  24 木 
冬季休暇開始 

（1 月 6 日まで） 
24 ○日  24 水  24 水  

25 ○日   25 水  25 金  25 月  25 木  25 木  

26 月  26 木 学生総会(午後) 26 土  26 火  26 金  26 金  

27 火  27 金  27 ○日   27 水  27 土  27 土  

28 水 
   

 
28 土 補講(3～5 時限) 28 月  28 木 

 
28 ○日   28 ○日   

29 木  29 ○日   29 火  29 金 
後期定期 

試験終了 
   29 月  

30 金  30 月  30 水  30 土     30 火  

31 土     31 木  31 ○日     31 水  

   
２９日（金）： 

成瀬仁蔵先生告別講演の日 

５日(金)・６日(土)・８日(月) 

・9 日（火）・１0 日（水）： 

卒業論文発表会（１0 日（水） 

は卒業論文発表会予備日） 

 

 

年 間 行 事 予 定 表    ［後期/１０月～３月］ 

後 

期 

定 

期 

試 

験 
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 学生証は日本女子大学の学生であることを証明するものです。学生生活を送る上で様々な場面で使用します。常時携帯してください。 

１．交付 

 新入生の学生証（裏面シール含）は、入学時式後に交付します。２年次以上の学生には毎年始業時に当該年度の裏面シールを交付しま

す。 

＊裏面シールを当該年度のものに貼り替えることで学生証を更新したことになります。 

＊裏面シールに学籍番号・氏名・現住所を記入の上、裏面に貼付してください。 

当該年度の裏面シールの貼付・記入の無いものは学生証として効力がありません。 

２．有効期限 

 学生証は発行から在学期間中有効です。卒業・退学等により本学の学籍を失ったときは、学生証を西生田学務課に返還しなければなり

ません。 

３．学生証の提示が必要な場合 

①履修や授業等に関する相談をする場合  ②試験を受ける場合  ③各種証明書等の交付を受ける場合 

④通学定期券を購入および学割証を利用してＪＲ線の乗車券を購入・使用する場合  ⑤教職員から提示を求められた場合 

４．記載事項変更 

 氏名等に変更があった場合は、直ちに西生田学務課に申し出てください。 

５．学生証取り扱いの注意 

 磁石、テレビ、スマートフォン、携帯電話、ＩＣカード等磁気を帯びたものと一緒にしないでください。磁気に異常が生じた場合は西生田学

務課で再発行の手続きをしてください（手数料 ￥500が必要です）。なお、再発行には1週間かかります。 

６．紛失・破損・忘れ 

 学生証を紛失・破損したときは速やかに西生田学務課で再発行の手続きをしてください（手数料￥2，000 が必要です）。なお、再発行

には１週間かかります。この間、仮学生証(学内のみ1週間有効)を発行します。定期試験の際に学生証を忘れた場合は仮学生証交付の手

続きをとってください（手数料￥200が必要です）。この場合、仮学生証は発行当日のみ有効です。当日使用後速やかに返却してください。 

７．氏名表記について 

 学生証に記載される氏名は、JIS第1・2水準に含まれる文字で電算処理されます。 

 在学中の諸証明書および学位記、卒業後の諸証明書はこの文字で発行します。 

 英文の場合、氏名は通常ヘボン式で記載されます。（パスポートの氏名がヘボン式表記と違う場合はパスポートを持参の上、西生田学務

課に申し出てください。） 

 

 

 入学と同時に学籍番号が指定されます。次のような８桁の数字からなり、原則として在学中変わりません。学生生活を送るうえで大切な

番号ですから正確に記憶してください。 

（例） ２ ２ ０ ６ １ ９ ９ ９ 

          学校コード  入学年度※  学科番号  学科における本人の番号 

※「20」は2020年度を表します。編入学者・学士入学者・再入学者は指定された学年の入学年度にならいますので、入学した年度とは限りません。 

  ≪学科番号一覧≫ (交換留学生・同志社女子大学交流学生…92 科目等履修生…91) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人間社会学部 家 政 学 部 文 学 部 

現代社会学科 61 児童学科 01 日本文学科 11 

社会福祉学科 62 食物学科 食物学専攻 02 英文学科 12 

教育学科 63 管理栄養士専攻 03 史学科 13 

心理学科 64 住居学科 居住環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻 18 理 学 部 

文化学科  65 建築ﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻 19 数物科学科 16 
 被服学科 05 物質生物科学科 17 
 家政経済学科 10  

１ 学 生 証  

２ 学 籍 番 号  

学   生   証  
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 休学、復学、転学、退学しようとする学生は、各学科のアドバイザーに願い出てください。アドバイザーの了承があれば、

各願の所定用紙をお渡しします。（各所定用紙は、西生田学務課でお渡しします。）各願は必要事項を記入し、保証人連署・捺

印のうえ、西生田学務課へ提出してください。 

 手続方法の詳細は、西生田学務課窓口まで問い合わせてください。 

 

 

 

 

 

 病気その他やむを得ない理由により修学することができない場合、前期または後期を単位として休学することができます。

休学を希望する者は、「休学願」（所定用紙）にその理由を記し、西生田学務課に提出してください。教授会の議を経て学長が

許可します。休学理由が病気の場合は医師の診断書を添付してください。 

１．休学期間 

・休学期間は、原則として１年以内です。ただし、特別の理由のある場合は、引き続き休学を願い出ることができます。その場合

は改めて休学の手続きをしてください。また、年度をまたがって休学する場合にも、次年度に改めて手続きが必要です。 

・休学期間は通算して２年を越えることはできません。 

・休学期間は在学期間に含まれません。 

≪休学願提出期限≫ 休   学   願 提 出 期 限 

 
前期（４月１日～９月２０日）のみ休学する場合 

１年間（４月１日～３月３１日）休学する場合 
前年度末日（３月３１日）まで 

 後期（９月２１日～３月３１日）のみ休学する場合 前期末日 （９月２０日）まで 

※やむを得ない事情により期限までに「休学願」が提出できない場合は、休学しようとする学期の授業科目登録締切日ま

でに提出してください。 

２．休学の場合の学費    

・休学期間中の授業料、施設設備費、学生図書費を免除し、別途在籍料を納入するものとします。 

・在籍料は、前期および後期各 100,000 円とします。 

・入学と同時に休学を開始する場合は、上記に関わらず、入学した期の学費は所定額の全額を納めなければなりません。 

・詳細については経理課に問い合わせてください。 

 

 

 休学の理由がなくなったときは、「復学願」（所定用紙）を西生田学務課に提出してください。教授会の議を経て学長が許可

します。なお、学期途中の復学はできません。 

 病気のため休学した者は、「復学願」に校医の診断書を添付してください。なお、校医の診断書は、西生田保健管理センター

で校医の診察後に発行します。その際、医師により復学可能であると記載された診断書が必要となります。診断書については

事前に必ず、西生田保健管理センターにお問い合わせください。 

≪復学願提出期限≫ 復   学   願 提 出 期 限 

 後期より復学する場合（９月２１日付） 前期末日（９月２０日）まで 

 新年度より復学する場合（４月１日付） 年度末日（３月３１日）まで 

※やむを得ない事情により期限までに「復学願」が提出できない場合は、復学しようとする学期の授業科目登録締切日ま

でに提出してください。 

 

  

１ 休    学  

２  復    学  

学  籍 （学 則 参 照）   

本学における修業年限は４年とし、在学年限は８年とします。 

編入学者、学士入学者、再入学者は、西生田学務課で確認してください。 
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 他の大学に転学を志願しようとする者は、「転学願」（所定用紙）にその理由を記し西生田学務課に提出し、教授会の議を経

て学長の許可を得なければなりません。 

 

 

 退学しようとする者は、「退学願」（所定用紙）にその理由を記し、西生田学務課に提出してください。教授会の議を経て学

長が許可します。なお、退学を願い出る時期までの授業料等を未納のまま退学することはできません。 

≪退学願提出期限≫ 退   学   願 提 出 期 限 

 前期末で退学する場合（９月２０日付） 前期末日（９月２０日）まで 

 年度末で退学する場合（３月３１日付） 年度末日（３月３１日）まで 

※やむを得ない事情により期限までに「退学願」が提出できない場合は、次の学期の授業科目登録締切日までに提出してください。 

 

 

 授業料を納めることを怠り、督促期日を過ぎてなお納めない者は、除籍されます。 

    ≪除籍日≫ 前期授業料未納の場合 前年度後期末日  （３月３１日）除籍 

 後期授業料未納の場合 当該年度前期末日（９月２０日）除籍 

※除籍の場合、当該期の履修科目の登録・成績・単位等は全て無効となります。 

 

 

 他学科への転学科を志望する者には、選考の上転学科を許可することがあります。ただし、受け入れ学科において受け入れ

の余裕がある場合に限られます。転学科願の受付など詳細については西生田学務課に問い合わせてください。 

 

 

 協定大学又は認定大学への留学を希望する者は、許可を得て留学することができます。この場合の留学は１年間を限度とし

て在学期間に算入することができます。 

 また、修得した単位は、３０単位を限度として本学の卒業に必要な単位として認められることがあります。ただし、休学し

て留学した場合はこの限りではありません。上記の留学のほかに、本学が認めるものとして海外短期研修があります。詳細に

ついては、国際交流課に問い合わせてください。 

 

 

 本学と協定のある日本国内または外国の大学、または短期大学において授業科目の履修および単位の修得を希望する者は、

許可を得て交流学生として派遣されます。派遣期間は１年間を限度として在学期間に算入することができます。詳細について

は西生田学務課に問い合わせてください。 

 

 

退学した者（除籍者含む）が再入学を願い出たときは、教授会の議を経て、学長はこれを許可することがあります。 

 退学（除籍）してから再入学するまでの中断期間の限度を４年とします。ただし、かつての在学年数が４年を超えていた場合は、 

入学年度後７年目までとします。 退学（除籍）後再入学を希望する場合は、学科研究室または入学課に問い合わせてください。 

 

 

 本学には科目等履修生及び研究生の制度が置かれています。詳細については、西生田学務課に問い合わせてください。 

３ 転    学  

４  退    学  

５  除    籍  

６  転  学  科  

７  留    学  

８  交 流 学 生  

９  再  入  学  

10  科 目 等 履 修 生  及 び  研 究 生  
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 西生田学務課からの通知・連絡は、下記の掲示板等によって行います。学生は毎日必ず掲示板等を見る習慣をつけてください。また、

期限を明示するものについては、必ず期限を厳守するように注意してください。 
水田記念学生ホール内掲示板は、以下のように使用されます。 

 
1．電子掲示板 --------------- 休講情報、教室変更・時間割変更、お知らせなど 
  JASMINE-Navi用PC ---- Web 学生支援システム （休講情報、学生呼出、履修科目登録状況、定期試験時間割情報、お知らせなど） 
2．第一掲示板 --------------- 時間割、教養特別講義、その他の学事・教務関係の掲示 
3．第二掲示板 --------------- 試験、資格関係、補講、５大学間学生交流関係、就職関係などの掲示 

学生生活関係（奨学金・ロッカー・寮・留学・留学生関係など）、総務・経理関係（公示のお知らせ・実験実

習料・校納金など）の掲示 
 
（注意） ※電子掲示板（大型モニターカラー画面）は、約 10 秒間隔で画面が変わっていくので内容を十分確認してください。 
 ※詳細は「学生情報システム利用ガイド」で確認してください。 

※JASMINE－Naviは自宅やコンピュータ演習室など、インターネットに接続可能なパソコンから利用することができます。 
  また携帯サイトやメールでも情報の一部を閲覧することができます。（JASMINE－Navi URL https://www6.jwu.ac.jp/pc ） 
  

 
 個人情報保護法の観点より、教職員の連絡先をお教えすることはできません。また、伝達間違い等による誤解を防ぐため、授業担当

者への連絡の中継ぎをすることもできません。 
 授業・レポート等に関する質問は、授業時に直接、授業担当者に確認するようにしてください。 
 

 
 本学では、個人情報・肖像権・著作権保護の観点から、担当教員の許可無く本学設置科目受講者及びその他の者による授業の録音・

撮影を禁止しています。 
 ただし、授業中にノートを取り終えることが難しい状況にある等、特別な事情がある場合は個別に授業担当者に相談してください。 
 

 
 

月～金 9：00～17：30 

土 9：00～12：00 

 
※ 夏、冬、春の休暇中の事務取扱いについては、その都度掲示します。 

 

伝達間違い等による誤解を防ぐため、行事予定、休講、その他授業及び試験等に関して、 

電話・メールでの問い合わせには一切お答えしておりません。ご注意ください。 

 

１ 学 生 へ の 通 知 ・ 連 絡  

２ 授 業 担 当 者 と の 連 絡 に つ い て  

３ 授 業 の 録 音 ・ 撮 影 に つ い て  

４ 西 生 田 学 務 課  窓 口 受 付 時 間  

そ の 他 の 注 意 事 項 に つ い て 
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履 修 登 録  
 
 
 

 
 本学では、本学共通の教育理念に基づき、学部・学科共通の基礎的な知識、幅広い教養を身につけるための授業科目群と、学科の教育理

念に基づいた専門分野の知識を習得するための授業科目群によって、教育課程（=カリキュラム）が構成されています。その上で、資格関

係科目、キャリア形成科目、副専攻など、様々な授業科目を提供しています。授業科目は、下表のとおりの区分になっています。専門教育

である学科教育科目の他に、各区分から定められた単位数分の授業科目をバランスよく履修する必要があります。 
 なお、学科教育科目は、基本科目、学科専門科目、展開科目からなり、それぞれ必修科目、選択必修科目、選択科目に分かれています。

所属学科の定めるところにより、学科の必修科目は全科目を履修し、選択必修科目、選択科目については卒業するために履修すべき授業科

目及び修得すべき単位数表を参照して、所定単位を選択履修します。 

教養特別講義 
全学的に共通な教育科目であり、教養特別講義１及び教養特別講義２からなります。

それぞれ１単位、計２単位が必修科目となっています。 

学科教育科目 

基本科目 （外国語科目を含む） 

学科の専門的学習の基礎となる学力を涵養することを目的とし、外国語科目

及び基礎的な科目から構成されています。そのため、少人数の演習形式による

授業を一部取り入れています。 
外国語の履修は、大学における専門教育の基礎として必要不可欠であるばか

りでなく、国際化した社会における現代人の教養としても重要な意義をもって

います。英語、ドイツ語、フランス語、中国語、イタリア語、韓国語を履修す

ることができます。 

学科専門科目  

 各学科の専門的教育の中核をなす科目群からなります。学科の教育目標に沿

って多様な授業科目が開講されており、系統的・計画的な履修により、最終学

年には卒業論文・卒業研究によって４年間の学習の成果を結実させます。 

展開科目 
 展開科目は自己の教養を深め発展させることを目的とした科目で、３つの領

域に分かれ、実践的な科目が設けられています。 

キャリア形成科目 

将来のキャリアデザイン設計に向けて、自己の適性や可能性を探るきっかけ

となる就業体験や、在学生が実社会への入口を前にして進路選択を考える科目

として開講されます。 

資格関係科目 

教職に関する科目 

資格関係科目は資格取得を目的として設けられています。それぞれ詳細は「V 
資格」を参照してください。 

司書及び司書教諭に関する科目 

博物館に関する科目 

社会教育主事に関する科目 

日本語教員養成講座に関する科目 

外国人留学生科目・交換留学生科目 
それぞれ学則に定める外国人留学生・交換留学生を対象とした科目として置

かれています。 

 

 
履修とは、受講しようとする科目を登録し、授業・試験等を受けて単位を修得する、その一連の過程をいいます。特に「履修登録」に関

することを指して使われる場合があります。 
大学における学習の特徴は、各自が履修する科目を選択して学べることにあります。大学で学ぶにあたっては、各自が、自分の学習の目

標を定め、そのための堅実な履修計画を立てていくことが大事です。履修登録の際は、『履修の手引き』や『講義概要（シラバス）』、『授業

科目登録ガイド』を熟読し、授業の『時間割』から履修計画を立てましょう。 
 

 
１．単位とは 

 単位とは、科目を修得するために必要な学修の量を示すものです。 
 すべての授業科目には一定の基準により単位が定められています。本学では、１単位の授業科目は４５時間の学修を必要とする内容を  

もって構成することを標準として定めています。 
 学修時間には、授業時間だけではなく、予習・復習等教室外の自習時間も含まれます。 

１ 授 業 科 目 の 区 分  

２ 履 修 す る 科 目 の 選 択  

３ 単 位 制 度 と 学 修 時 間  

 授 業 科 目  

Ⅱ 
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２．単位と授業時間の関係 

 授業の形態に応じて、授業の教育効果や授業時間外に必要な予習・復習を考慮して、次の基準により、単位数を計算します。 
 １回あたりの授業時間は１００分（原則として初回授業は５０分）、半期１４回の授業を行います。単位数を計算する上では、４５分を１

時間相当の学修時間とし、１００分（原則として初回授業は５０分）×１４週をもって３０時間とみなします。 
授業形態 基準 
講義・演習 １５～３０時間の授業をもって１単位 

実験・実習・実技 ３０～４５時間の授業をもって１単位 

卒業論文・卒業研究 上記の基準に当てはまらない例外 
学修の成果を評価して単位が与えられる 

例えば、講義科目で２単位を修得するには、１単位あたり４５時間の学修を必要としますので、９０時間の学修が必要です。 
 そのため、３０時間の授業を受けた上で、授業時間外に授業時間の２倍の６０時間の学修時間（予習・復習等）が要求されることになり

ます。 
＜２単位修得するための学修時間＞ 

９０時間（必要学修時間）－３０時間（授業時間）=６０時間（授業時間外の自習時間） 

 このように、単位の修得のためには、教室内での授業の他に自主的な学修が不可欠となっています。履修計画を立てる際には、『講義概要

（シラバス）』の「授業外で行うべき学修＜準備学修・事後学修等＞」を参考にし、十分留意してください。 
 
 
 
 

 卒業するためには、学科ごとに定められた所定の単位を修得しなければなりません。授業科目および最低単位数は次の表に示すとおりで

す。授業科目の履修・単位の修得にあたっては、各授業科目表の履修方法に従わなければなりません。 

卒業するために履修すべき授業科目及び単位数 

学  科 入学年度 

 

教養特別講義 

(必修) 

基本科目 学科専門科目 展開科目 所属学科又は 

所属学科以外の科目 

(自由選択科目)※ 

合計 

(最低修得 

単位数) 必修 選択 必修 選択 必修 選択 

現 代 社 会 学 科 
2003～2015 2 24 0 14 46 2 24 12 124 

2016～ 2 28 0 14 46 2 24 8 124 

社 会 福 祉 学 科 2003～ 2 16 0 26 28 0 22 30 124 

教 育 学 科 
2003～2015 2 12 0 18 40 2 20 30 124 

2016～ 2 22 0 18 40 2 20 24 128 

心 理 学 科 

2011～2015 2 38 0 28 12 2 28 16 126 

2016～2017 2 22 0 28 28 2 28 16 126 

2018～ 2 18 0 26 34 2 28 16 126 

文 化 学 科 2005～ 2 44 0 14 32 0 22 12 126 

※ 所属学科又は所属学科以外の科目（自由選択）の単位について 
「基本科目（外国語科目を含む）」、「学科専門科目（選択）」、「展開科目」において、卒業するために必要な単位数以上の単位を修得した場合

は、超えた単位数を自由選択として算入することができます。また、「資格等に関する科目」、「他学部他学科の開講科目」、「キャリア形成科目」、

「本学の定めるところにより他の大学等において履修した授業科目」も自由選択として算入することができます。ただし、卒業するために必

要な単位に含めない授業科目（授業科目表の備考欄に◆印のある科目、教育学科以外は◇印のある科目も含む）の単位は除きます。 

 

 

 選択必修科目は必修科目として数えます。選択必修科目を余分に修得した場合は、選択科目の単位として数えることができます。さらに

選択科目の単位を余分に修得した場合は、一部学科を除き、自由選択科目の単位として数えることができます。 

同じ学科でも入学年度によって、卒業要件が異なることがあります。 

卒業するまで本書を大切に保管するようにしてください。 
※ 編入学者・学士入学者の入学年度については「Ⅰ 基本情報 学生証について」のページの「学籍番号」の項を参照してください。 
※ 資格取得のための履修要件や取得要件等は、法律の改正等により変更されることがあります。毎年配布される『履修の手引き』の

「Ⅴ 資格」のページを必ず確認してください。 
 

卒 業 す る た め に 必 要 な 要 件 

単位数の数え方 




